添付資料（３）

平成28年度新エネルギー等導入促進基礎調査（水力開発導入基盤整備調査）応募地点概要　○○地点（○○県○○市）応募者：○○

[image: image1.emf]    ○   ○地点   調査位置図（ 1/50,000 ）                                      
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P  88  kW  

Q  0.2  m 3 /s  

H  60.0  m  

取水位  410.0  m  

放水位  344.0  m  

 

 

この地形図は、国土地理院発行の 5 万分の 1 の地形図［高田 西部 , 高田東部］を使用したものである。  
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添付資料（３）－１   記入例 【 調査位置図 】  
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[image: image6.emf]    ○○地点   発電計画水路ルート関係          
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凡例  

添付資料（３） －２   記入例 【 調査地点状況写真 】  





	項目
	計画諸元
	算定根拠（詳細は参考資料に記載）

	最大使用水量（Q）
	0.20 m3/s
	H14～H24の流量資料の豊水量相当。

	最大有効落差
	60.00 m
	

	最大出力（P）
	88kW
	合成効率75 %として算出。P=9.8×0.2m3/s×60m×0.75=88kW。

	年間発電電力量（E）
	463,000kWh
	設備利用率を60%として算出。E=88kW×8,760h×0.6≒463,000kWh。

	総工事費
	126,300千円
	水力発電計画工事費積算の手引き（平成25年3月）により算出。

	建設単価
	273円/kWh
	126,300千円／463,000kWh＝273円/kWh


計画地点の流況表は、○○のデータを基に算出した。（詳細は参考資料に記載）
	
	最大
	35日
	豊水量
（95日）
	平水量
（185日）
	低水量（275日）
	渇水量（355日）
	最小
（365日）

	流量（m3/s）
	0.60
	0.35
	0.20
	0.10
	0.06
	0.04
	0.03


地点の概要


　○○川水系○○川に計画する流れ込み式の発電計画である。既設○○を利用し、水路・水槽・水圧鉄管・発電所・放水路の設備を建設する計画であり、ＦＩＴにて全量売電する予定である。


なお、当地点は、　・・・・・・　


（その他特記事項、地点の特徴、既調査結果との関連等を記載）





既調査内容


　・平成○○年に△△を実施


　・平成○○年に☓☓を実施
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【取水地点から下流を望む】


河岸段丘の段差にある既設水路から取水する。水路側壁上に水圧管の設置が可能。





【取水地点から下流を望む】


河岸段丘の段差にある既設水路から取水する。水路側壁上に水圧管の設置が可能。





約2.5ｍ





70～80cm/s





【取水地点から下流を望む】


河岸段丘の段差にある既設水路から取水する。水路側壁上に水圧管の設置が可能。





【取水地点から下流を望む】


河岸段丘の段差にある既設水路から取水する。水路側壁上に水圧管の設置が可能。









